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ごあいさつ
粟井地区社会福祉協議会では、美作市社協の協力を得て、福祉ネットワークづくり事

業に取り組んできました。Ｈ２４年度は「基盤強化」事業、２年目の昨年は「福祉会議」
事業に取り組み、粟井地区の生活・福祉課題について検討し、次年度から取り組む計画
を立てました。
３年目の今年は、これまでの２年間の取り組みを、粟井地区民のための活動に移す年

です。やっと活動が始まります。みなさんのご支援、ご協力よろしくお願いいたします。
昨年粟井地区の活性化を目指して発足した「粟井地区・村創りの会」の福祉部や「粟井福祉ボランティ

アの会」などと協力し、美作市社協の支援を得ながら、高齢者が安心して過ごせ、後に続く子ども達が健
やかに育っていく心豊かで住みよい村の実現に努めていきます。

１．平成２６年度
粟井地区社会福祉協議会役員会（総会） 【平成２６年度粟井地区社会福祉協議会役員名簿】

平成２６年４月１０日、作東老人福祉センター ・会 長 原 知行（鷺 巣）

にて美作市包括支援センター、美作市社会福祉 ・副会長 （区長会代表） 松井 昇（小 房）

協議会作東地域担当者の方を招いて、「平成２６ ・ 〃 （栄養委員代表） 内藤三佐子
年度 粟井地区社会福祉協議会役員会（総会）」 ・ 〃 （愛育委員代表） 有友美和

を開催し、今年度の新役員や新たな取り組み、 ・ 〃 （民生委員代表） 神田一正

それに伴う予算などが決まりました。 ・ 〃 （粟井福祉ボランティアの会会長）有友正大

・評議員 （区 長） 安東寿夫 （粟井中）

◎平成２５年度の粟井地区社協会員と会費 ・ 〃 （ 〃 ） 森本利美 （小 野）

梶原：23戸(23,000円)、小房：31戸（31,000円） ・ 〃 （ 〃 ） 南坂 薫 （梶 原）

小野：78戸（78,000円）、鷺巣：41戸（41,000円） ・ 〃 （老人会代表） 池田 篤

粟井中：83戸(83,000円) ・ 〃 （身障者福祉協会代表） 安東充宣

合計：256戸（256,000円）でした. ・ 〃 （民生委員） 神田千秋

◎平成２５年度粟井地区の日赤社員 ・ 〃 （ 〃 ） 安東幸子
５００円：９７名、１,０００円：１０８名、 ・ 〃 （ 〃 ） 道信哲二

２０００円：２名でした。 ・監 事 有友廣子

◎平成２５年赤い羽根共同募金 ・ 〃 山本眞須美

H25.11現在 ２７４名：１３７,０００円 ・会計＆事務局 新免愛子

◆平成２５年度・粟井地区社会福祉協議会収支報告書

（収入の部）
繰越金 549,468円

共同募金配分金（24年度分） 26,000円

香典返し等の寄付金 408,000円

（香典返し１２、その他寄付１）

補助金（福祉会議事業） 30,000円

（広報誌作成支援事業） 26,940円

助成金（24年度分） 220,160円

雑収入（利息） 180円

合 計 1,260,748円

※ 積立基金として

平成２１年度に、５００，０００円

平成２５年度に、３００，０００円を、定期預金

にしています。

（支出の部）
活動費（見守り訪問ジュース代、救急医療情報キット代） 9,350円

会議費 （お茶代） 1,960円

交際費 （初盆お供え＜7件＞） 9,730円

敬老祝費 （８０歳以上＜１56人×５００円＞） 78,000円

出産祝費 （粟井定住見込者＜5人＞） 50,000円

活動助成金（いきいきサロン） 50.000円

〃 （子育て支援 シャボン玉クラブ） 10,000円

〃 （子育て支援 粟井子供会） 40,000円

〃 （介護予防体操） 5,000円

サロン立上費（梶原） 18,000円

備品費 （囲碁ボール） 126,000円

通信費 （ハガキ代） 5,000円

事務費 （コピー使用料、事務局費） 18,000円

予備費 （定期預金） 300,000円

合 計 721,040円

1,260,748円 ー721,040円＝539,708円

残高539,708円を平成２６年度へ繰り越します。

※積立基金として平成２１年度に、５００，０００円、平成２５年度に、

３００，０００円を、定期預金にしています。

◆平成２６年度に取り組もうとしていること
（１）粟井地区社会福祉協議会が中心となり、生活・福祉課題の解決に取り組みます。

（２）社協会員募集、日赤社員増強運動、赤い羽根募金などに取り組みます。
（３）平成２６年９月２８日（日）予定の「作東地域・敬老会」の支援を行います。
（４）粟井地区社会福祉協議会独自の活動に取り組みます。

①「見守り訪問活動」の充実に取り組む。
・粟井地区における計画的、系統的な訪問活動「おたがいさまネット」に取り組む準備として、見守りが必要な人の把握と

「見守り会議」「ふれあい訪問員の委嘱」、「毎月１回以上の見守り訪問活動」について検討する。

［民生委員、愛育委員、栄養委員、粟井福祉ボランティアの会、各自

治会 etc.］
・緊急時の連絡方法の確立（他の市町村の例も参考に検討する。）

・ＡＥＤの設置場所検討。

②福祉関係機関等の協力を得て、粟井地区の超高齢化に伴う
諸問題について研修を行う。
・医療・介護・地区社協の連携等、粟井地区のあるべき姿を考える。

・美作大学社会福祉学科との協力を考えていく。

③今まで取り組んでいた活動を、内容を検討しながら継続して
行う。
・粟井地区社会福祉協議会で、介護支援のあり方について検討する。

・粟井地区社会福祉協議会より敬老祝い品を贈呈（８０才以上）する。

・粟井地区社会福祉協議会より出産祝いをする。

・粟井地区社会福祉協議会より初盆お供えをする。（寄付をして頂いた人。）

・活動支援 ◎粟井福祉ボランティアの会 ◎子育て支援(しゃぼん玉クラブ、粟井子供会)

◎地区内サロン活動 （６グループ）

④その他
・地区内サロン活動の連携、健康体操の普及について検討する。

・「粟井地区の社協だより」の有効な発行方法について検討する。

平成２５年１１月１８日から平成２６年４月

１０日までの受付分です。

香典返し：(敬称略）

藤生眞市様（亡 貞夫）〈鷺巣〉

光井和彦様（亡 三好）〈小野〉

三木寿志様（亡 隆司）〈鷺巣〉

安東寿夫様（亡 祐子）〈粟井中〉

＊香典返しは、「粟井地区社会福祉協議会」にして頂けると、１割を「美作市社会福

祉協議会」に提出し、残り９割が粟井地区社協の貴重な活動資金になります。また、

市の広報誌にも掲載されます。 ご理解、ご協力よろしくお願いします。

♥「粟井地区社協だより」の利用により、地区社協を充実させていき
ます。編集に参加して頂ける人を募集しています。事務局までご連絡
ください。 事務局 作東老人福祉センター ℡（5）76－0334

１． 粟井地区「ふれあいの集い」を、１０月１８日（土）粟井小・体育館にて開催。
独居老人への配慮、閉じこもりの解消・・・いろいろな課題解決の第一歩にします。粟井地区社会福祉協議

会が中心となり、様々な団体と協力して、粟井の総力を挙げて取り組みます。

２． 粟井地区助け合いセンター「ちょっとだけお助け隊」が活動します。（Ｈ２５．１活動開始）
「今までは出来よったのに。」「普通の人なら出来るのに。」そんなちょっとしたことでも年を取ると出来なくな

るのです。「粟井福祉ボランティアの会」が引き受けます。連絡をお待ちしています。

３． 美作市の取り組みのＰＲ活動を行います。
「弁当の宅配サービス」「買い物の宅配サービス」「電話、ファクス、ネット販売」「お話を聞いてあげるボランティアの会」・・・美作市

でも利用できる高齢者のための取り組みはたくさんあるのです。

４． 移動手段についてアンケート調査を行います。
高齢になって免許証を返納。困ります、買い物、病院通い、催し物などへの参加、どうすればいいのでしょうね。粟井地区で今何

人の人が不便を感じておられるのでしょう。５年後はどうでしょう。民生委員を中心にアンケートで実態を把握し、対応を検討しま

す。

赤ちゃんが誕生しました。

［小野］春名敬太さん、亜香里さん
夫妻に・陽太ちゃんが誕生しました。
おめでとうございます。




